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野生型マウスおよびPINK1, Parkin欠損マウスおよびPINK1/Parkingダブル欠損マウスから調製し

た骨髄マクロファージを24ウェルプレートに8×105 cell/wellで撒き、インフルエンザウイルスA/PR8、EM 

CV、ジカウイルスを感染させた。感染24時間後の培養上清中に含まれるIL-1βの量をELISAで測定

したところ、PINK1/Parkingダブル欠損マウスから調製した骨髄マクロファージでIL-1βの産生が有意

に上昇していることを明らかにした。またジカウイルス感染細胞では、培養上清中に有意なIL-1βを検

出することができなかったため、今後はインフルエンザウイルスおよびEMCVに焦点を絞り、培養上清中

のIL-1βに加えて、caspase-1の活性化や、AIM2 inflammasomeを活性化するpoly(dA:dT)刺激や

アデノウイルスの感染についても解析を進めていくこととした。今後はさらにインフルエンザウイルス感染に

おけるPINK1およびParkinの生理的意義を解析するため、野生型マウスおよびPINK1, Parkin欠損マ

ウスおよびPINK1/Parkingダブル欠損マウスに致死量のインフルエンザウイルスを経鼻的に感染させた

場合のマウスの生存率および体重変化を測定する。 


